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該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律, 経法20ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， リーガルマインドを備え，現代社会の諸問題を法的に解決して
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の いく上で必要な国際刑法に関する基礎的な法概念や理論，判例
基礎専門知識を身につける。 について説明することができるようになる。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律

環境問題や，企業や行政の組織内において，日々生起する諸問 環境問題や，企業や行政の組織内において，日々生起する諸問
題について，理工学分野や経済学分野の思考方法にも一定の理 題について，理工学分野や経済学分野の思考方法にも一定の理
解を持ち，総合的に解決していくことのできる能力を身につけ 解を持ち，国際的な視座から総合的に解決していくことのでき
る。 る能力を身につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

環境共生、多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本講義では、国際刑法を扱う。「国際刑法」は多義的な概念であるが、その内容は、大きく、①国内刑
事法の国際的側面と②国際法の刑事法的側面とに分けることができる。①国内刑事法の国際的側面では、
主に、日本の刑事法にみられる国際犯罪・越境犯罪に関する規定や制度を扱う（第２回から第５回）。
②国際法の刑事法的側面では、主に、国際刑事裁判所（ICC）の制度と法について学ぶ（第６回から第
15回）。これらの学修を通じて、現下の国際情勢を国際刑法の視座から考察することを目指す。

(5)授業計画 第１回：イントロダクション
──国際刑法とは何か
第２回：刑法の場所的適用範囲①
──属地主義を中心に
第３回：刑法の場所的適用範囲②
──国外犯処罰規定を中心に
第４回：国際刑事司法協力
──犯罪人引渡し、国際捜査共助、受刑者移送などを中心に
第５回：国内刑法と国際条約［※レポート課題出題］
──人身売買罪、環境犯罪などを中心に
第６回：国際刑法の歴史的展開①
──国際刑事裁判構想の胎動とニュルンベルク裁判・東京裁判
第７回：国際刑法の歴史的展開②
──冷戦期における法の発展［※レポート課題提出］
第８回：国際刑法の歴史的展開③
──旧ユーゴ国際刑事裁判所（ICTY）・ルワンダ国際刑事裁判所（ICTR）
第９回：国際刑事裁判所（ICC）①
──ICCの概要および管轄権行使の仕組み
第10回：国際刑事裁判所（ICC）②
──ICCの対象犯罪（「中核犯罪」）および刑法総則的規定
第11回：ジェノサイド罪（集団殺害犯罪）
──成立要件と適用事例を中心に
第12回：人道に対する犯罪
──成立要件と適用事例を中心に
第13回：戦争犯罪
──成立要件と適用事例を中心に（武力紛争における環境の保護を含む）
第14回：侵略犯罪
──成立要件と適用事例を中心に
第15回：ケーススタディ｜授業アンケートの実施
──ロシア・ウクライナ戦争とハマス・イスラエル紛争
期末試験

(6)成績評価の方
法

期末試験（70%）＋ レポート課題（30%）
※その他、講義中の発言や質問などの積極的取組を加点事由とすることがある。

(7)成績評価の基
準

本分野の基本的制度に関する知識を習得していれば「水準にある」、基本的な事例問題の論点を把握で
きていれば「やや上にある」、基本的な事例問題に説得的な解答ができれば「かなり上にある」、すべ
ての問題に対して説得的な解答ができれば「卓越している」。

(8)事前事後学習
の内容

・事前学習：下記・教科書および参考書の該当箇所を通読し、重要だと思われるポイントや疑問点など
をノートにまとめる（30分以上）。
・事後学習：上記・レポート課題に取り組む。また、下記・教科書および参考書、レジュメ、その他参
考文献を参照しながら、ノートの内容を拡充する（30分以上）。

(9)履修上の注意 ・講義には、最新版の小型六法（どの出版社のものでも構わない）、および、下記・『ベーシック条約
集〔2026年版〕』を持参すること（他の講義等で別の条約集を指定された場合は、それでも構わない）。



(9)履修上の注意 ・eALPSにアップロードされているスライド資料等（講義前日に掲載予定）を入手し、講義中に参照でき
るようにしておくこと（印刷して持参し、手書きでメモをとることを推奨する）。
・レポート課題の出題方法や提出方法については、第１回の講義にてアナウンスする。

(10)質問,相談へ
の対応

授業終了後またはメールにて受け付ける。

【教科書】 尾﨑久仁子『国際刑事裁判所─国際犯罪を裁く─』（東信堂、2022年）
浅田正彦〔編集代表〕『ベーシック条約集〔2026年版〕』（東信堂、2026年3月23日発売予定）

【参考書】 ◆第２回～第５回
・尾﨑久仁子『国際人権・刑事法概論〔第2版〕』(信山社、2021年)
・城祐一郎『現代国際刑事法──国内刑事法との協働を中心として──』（成文堂、2018年）
・森下忠『新しい国際刑法』（信山社、2002年）
◆第６回～第15回
・尾﨑久仁子＝洪恵子〔共編〕『国際刑事裁判所──最も重大な国際犯罪を裁く〔第3版〕』(東信堂、
2024年)
・佐藤宏美『国際刑事法の複層構造』（有信堂高文社、2023年）
・東澤靖『国際刑事法講義』（信山社、2025年）
・黒﨑将広＝坂元茂樹＝西村弓＝石垣友明＝森肇志＝真山全＝酒井啓亘『防衛実務国際法〔第2版〕』
(弘文堂、2026年)
・新井京＝越智萌〔編〕『ウクライナ戦争犯罪裁判──正義・人権・国防の相克』（信山社、2024年）
※その他、講義中に指示することがある。


